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ハンディターミナルの
運用事例　～　ハンディターミナル前編

「２次元コードリーダー」、「バーコードリーダー」という呼び名は誰に

でも知られたものになっていますが、バーコードを読み取るという単純な

作業にも、実際はさまざまな形態が存在します。今回から２回連続で、

普段の生活では見る事が少ない、ハンディターミナルと呼ばれる種類の

２次元コード／バーコードリーダーについてご紹介します。

 

ハンディターミナル、知ってますか？

運送業で活躍するハンディターミナル

バーコードリーダーと一口に言っても、そ

の種類は様々です。みなさんが普段よく

目にするＰＯＳレジ。あのレジにつながって

いるのは、「ハンドヘルドタイプ」「ハンド型」

「ハンディタイプ」などと呼ばれるバーコー

ドスキャナで、ＰＯＳでは品物などに印刷・

ラベルで貼られているＪＡＮコードにスキャ

ナをかざして、レーザーまたはＣＣＤで読

み取っています。

また生産ラインや物流倉庫で使用されて

いる「固定式」などもあり、それぞれのリー

ダもバーコードにのみ対応するものと２次

元コードとバーコードの両方を１台で読み

取るものが存在しています。

２次元コード／バーコードリーダーには「固

定式」「ハンドヘルド」の他にもう１つ、大き

な分類があります。

みなさんは、宅配便の配達員の方が持っ

ている、小さな携帯端末にお気づきでしょ

うか。配達員の方が集荷のときに使ってい

るような２次元コード／バーコードリーダー

がもう一つの種類、「ハンディターミナル」

と呼ばれる２次元コード／バーコードリーダー

なのです。

宅配便の配達員の方が持っているハンディ

ターミナルは、本体上部にあるリーダ部分

で送り状に記載されたバーコードや、荷物に

貼り付けられているラベルのバーコード／

２次元コードを読み取ります。次に、読み取っ

たデータを無線で腰に付けた携帯プリンタ

へ送り、紙（ラベル）ベースで実績を残します。

また、ハンディターミナルにはデータを蓄

積する機能も備えているので、業務中、荷

物を引き取るたびにデータを他の場所へ

送ることはありません。データはハンディター

ミナルのメモリに一時保存し、集荷が一段

落したあと、トラックに戻ってから公衆回線

（ＤｏＰａやＦＯＭＡのような）を使ってトラッ

クターミナルなどに置かれているホストコン

ピュータに送るようになっています（集荷の

ルートや方法によっては荷物を引き受け

たあと、ターミナルに戻って有線でデータ

を受け渡すこともあります）。

こうしてハンディターミナルで集めたデー

タを、管理機能を持つサーバーやホストコ

ンピュータへ転送することで、誤出荷や出

荷漏れなど、事故を減らす運用や配送に

対する問い合わせに使用しています。

　　●最新２次元コード対応ハンディターミナル

ＴＢＲ－６５００Ｄ

汎用性と堅牢さを兼ね備えたPDAタイプの２次元
コード対応ハンディターミナルです。高速無線LANと
bluetoothも標準搭載、IP54の防滴性能と環境耐性も
重視。優れたコストパフォーマンスは多くの台数が必
要な場所には最適の機種となっています。
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Ｑ．既存システムとハンディターミナルとの連携は可能ですか？

Ａ． 可能です。既存システムと実現したい内容にもよりますが、さまざまな連携の方法が

あります。

一番多いケースは、新たにハンディターミナル制御ＰＣを設置して、ハンディターミナルと

既存システムを連携させる方法です。ハンディターミナルと制御ＰＣは現場運用に合わ

せて開発し、制御ＰＣは既存システムのデータフォーマットや連携インタフェースに合わ

せこみ、既存システムの改造を極力減らす方法です。
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● お知らせ 

Flags バックナンバー ダウンロードサービス開始

お読みいただいている皆様より「バックナンバーをひと揃い欲しい」「ネットで見る

ことはできないのか」というご意見・ご要望をいただいておりましたが、現在、行って

いる当社ウェブサイトのリニューアルの一環として、１２月より小誌バックナンバーの

ダウンロードサービスを開始することとなりました。

配布終了のため、ご不便・ご迷惑をお掛けして参りましたが、今後はダウンロード

してお手元に揃えていただけますので、ぜひご利用下さい。

サービス開始予定

2007年12月10日

URL  http://www.tohken.co.jp/
サービス開始日が変更になる場合がありますので、予めご了承下さい。

運輸業の他に、流通業でもハンディター

ミナルは使用されています。

例えばデパートやコンビニエンスストア、

スーパーなどでは、売り場で商品のバーコー

ドを読み取ることで、商品の情報や在庫

状況をリアルタイムに確認し、バックヤー

ドと連動させ効率化を向上させています。

また効率化がより促進されることで、お客

様へのサービスに費やす時間が増え、結

果として顧客満足度の向上にも役立って

います。

物流業ではハンディターミナルは主に入

出荷管理に利用されています。入出荷の

際に行うデータ収集は、パソコンにデータ

を手入力したり、パソコンにケーブルで直

結したバーコードスキャナで読み取ること

でも行えます。ただ、商品や部品を出し

入れする現場はパソコンを置けないよう

なや埃まみれの環境である場合が多い上

に、いちいちパソコンの置いてある場所ま

で商品を運んできて入力・データの読み

取りをするのでは効率が悪いので、人が

動いてデータ収集できる端末、つまりハン

ディターミナルの利用が非常に多くなって

いるのです。

製造業では原材料に付随されているバー

コードを読み取り、材料の間違いや期限

切れ材料の使用を防止する「原材料確認」

や、各工程でデータを読み取り、全検査

の完了確認により不良品の流失を防止す

るといった「工程管理」に利用されています。

ハンディターミナルを用いることによって、

生産状況を現場でリアルタイムに把握す

ることが可能になったり、工程によっては「ハ

ンディスキャナ＋ホスト機器」の代わりに

ハンディターミナルを使用することによっ

て空間のコンパクト化が可能になったり、

その結果各作業員の作業エリアの拡大と

いった効果も期待できます。また原材料

や製品倉庫でも、在庫管理や出荷管理

でハンディターミナルは使用されています。

医療分野では、薬局では処方箋に付随

したバーコードと薬品棚のバーコードの

照合による調剤ミスの防止、病院では投

与薬のバーコードと患者のリストバンドのバー

コードを照合することで患者の取り違えを

防ぐなどの目的で運用されています。

薬品保管室に並ぶ何本もの薬品棚から

正しい薬品を抜き出したり、広い病院内

で数多くの病室を巡っての診察・治療には、

取り回しが利き、かつアプリケーションを

搭載できるハンディターミナルの存在が

不可欠です。

身近なところでは、新幹線のワゴン販売

でも「携帯ＰＯＳレジ」としてハンディターミ

ナルが利用されています。また上下水道

などの各種インフラ設備の検針など、パソ

コンなどのホスト機器を持ち歩くわけには

いかない環境はハンディターミナルが活

躍するには恰好の現場であり、ハンディター

ミナルはそのような課題を解決することが

できる、汎用性の高い便利なツールなの

です。

活躍の場は製造業や医療分野にも

運輸業界の他でも活躍中


